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性格とレクリエーション活動の関係について

一第一報大学男子学生のレクリエーション活動の実態と

性格特性との関係についてー

西野 仁 *今村義正*

The Relation between Personality Factors and 

Recreation Activities of Undergraduate Students 

JIN NISHINOand YOSHIMASA IMAMURA 

During the past quarter of the century， the leisure needs of the Japanese have dramatically 

increased. 

Generally speaking， university or colleage students have much leisure-time at their disposal， 

and they often enjoy many kinds of eisure and recreation activities. 

Until now， however， in spite of this fact， only few studies on students' leisure and 

recreation activities have been done. Yet nobody seems to have approached this issue from 

the point of view of the relationship between personality factors and .L & R activities. Hence， 

1 set forth a hypothesis that the student's personality and his L & R activities are in some 

way correlated， and began to study this problem. The main objection of my study has been 

to prove the above-stated hypothesis. However， in order to cOl)1e to any solid conclusion， 

more time is needed for detailed analyses. Therefore，I have divided the study泊tothe following 

data categories: 

1 In what kind of activities are students actually involved ? 

2 What kind of activities do students want to do? 

3 Is there any relationship between the student's personality and his activities， or not ? 

If it is so， what kind of personality factors are related to a specific-leisure and recreation 

activity. 

The method of this study was mainly based on a Y -G personality test， and on gather加g

information by questionnaires about L & R activities. 

The informants were about 300 male undergraduates at the University of K-gakuen. 

The period of the study was June， 1979. 

These data were computed and analyzed with the UNIV AC 1108 computer and with the 

program of B. M. D. and AMAS. 

The main resu1ts of this study are following: 

* 東海大学
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1 Many students are engaged mainly in the following activities. 

listening to music， watch主19 TV， reading book， movie， watching sports， pachinko， 

TV game， playing the piano and guitar， card game， drive， mahjong， etc. 

2 They wish to do following activities. 

movie， drive， listening to music， watching sports， skiing and skating， camping， 

a villa， sa:也ng，etc. 

3 Some activities are related to some personality factors. These activities and personality 

factors are following: 

Thinking extraversion -----participation in some training course 

ーー・・・ investigationand study 

-・咽岨・ play加gteam game 

Lack of cooperativeness・・圃 football

General activity ・輔副・・開園岨・-volleyball， basket ball， athletics 

Lack of agreeableness・・・・-gymnastics 

Rhathymia -刷・・・・・・・・・朝・-watching festival and event， trip， drinking， party 

Social Extraversion・咽・----chattering， telephone 

etc. 

In the near future， 1 would like to further develop this study， especially as to the relationship 

between the personality type and desired leisure and recreation今 activities.

I 研究の動機と目的

レジャー・レクリエーションに対する関心が各

方面で高まりをみせ，様々な角度からの研究がす

すめられている O

中でも，余暇活動に関する研究は， NHKや，余

暇開発センターなどから，多くの興味ある結果が

報告され，国民の余暇活動の現状把握や，将来予

測などが行われている。

しかし，乙れらの研究結果も， r個人に適した

余暇活動は何かJなどを具体的にアドバイスしよ

うとする，いわゆる「レクリエーション相談」な

どに応用するためには，巨視的すぎて，十分で、は

ない。どのような活動が，どのような人々に実際

に行われているか，また興味をもたれているか等

の具体的な乙とがらから，さらに，人の余暇活動

は，どのような要因によって影響されているかな

どの問題に至るまで，早急にしかも十分検討され

ねばならない。

斉藤らは， ζ うした問題について，マクロ的な

視野からの活動予測のために， r余暇時間特性，

デモクラフィック特性，社会経済的特性，モビリ

ティ特性，空間的特性，心理的特性llJの 6つの

要因をあげて余暇活動モデルを構成している O 確

かに複雑な要因のからみあいを，すっきりしたモ

デルにまとめ，それをもとに予測する方法は，理

論的に妥当な方法であるが，それぞれの要因を，

何によって数値化するかあるいはパターン化する

かが問題となろう O とくに，心理的特性を，個人

の活動予測の観点にたってどのような方法でとら

えるかが，大きな課題であると考える。ことに，

他の要因が類似した人でも，心理的特性の差によ

り， レクリエーション活動への晴好が大きく異な

る乙とを経験的に観察でき，どのようなとらえ方

をするかは大きな関心事と言えよう O

乙うした観点にたって，人の心理的特性を，す

でに多方面で，活用されている， Y~Gテストを

用いて， r性格特性」としてとらえ，それと，レ

クリエーション活動に対する興味との関係を，探

ろうと考えた。



もちろん，乙うした研究が，短期間に結論づけ

られるとは考えてはおらず，その第一歩として，

比較的，他の要因が類似していると思われる，大

学生を対象iζ，

1 どのような活動が実際に行われているか

2. どのような活動を行いたいと思っているか

3. 実際l乙行われている活動と興味がもたれて

いる活動との関係

4. 個人の性格特性と行いたい活動と関係

の4点について，研究をすすめる ζ ととした。

H 研究の方法

主な研究方法は，学生に対し， Y-Gテスト及

び，質問紙による「レクリエーション活動の興味

と実態調査Jを実施し，集計し，分析した。

(1)調査項目

・矢田部ギルフォード性格検査，通称Y-G性

格検査による12項目の性格特性

・「レクリェーション事典Jから抜粋した， 80の

活動について

条件(時間や費用などのような自分をとりま

く諸条件)が整えば，

1. ぜひやってみたい

2. やってみたい

3. どちらともいえない

4. あまりやってみたいとは思わない

5. ぜんぜん，やってみたいとは思わない

実際には，

1. しょっちゅう，やっている

2. 時々，やっている

3. たまにやる乙とはある

4. ゃった乙とはあるが，ほとんどおζなっ

ていない

5. 全くやったことがない

の両項目について，解答をもとめた。

( 2 )調査対象

K大学，経済，工学，文学，各部の男子， 309名

( 3 )調査日時と場所

1979年 7月 K大学教室iとて

( 4 )調査方法

集合調査とし，十分な説明ののち実施した。
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( 5 )集計方法

東海大学電子計算機室の UNIVAC11 'R8を

用い， B.M.D.及び AMASのプログラムを使い，

単純，クロス集計の他，一部，主成分分析及び，

因子分析を行った。

直結果及び考察

( 1 )どのような活動が実際κ行われているか

表 1は. r大学生男予の実際iζ行っている活動」

の単純集計の結果の一部で，上述したそれぞれの

尺度ごとの度数を必表示したものである。

また，それぞれの尺度 1，2， 3， 4， 5，の

度数lζ，便宜的にx5，x4， x3， x2， xl， 

として得点化し，平均点を求め指数とした。もち

ろん，乙うした方法は，厳密には，尺度化してい

ないため，平均点を出して指数にする乙とには問

題が残ろうが，おおよその傾向をつかむうえでは

問題はないものと判断した。

学生達が，実際i乙行っている活動は， r音楽を

鑑賞することJrのんびりとテレビをみる乙とJr映
画をみるととJr読書をすることJrスポーツを観

戦する ζ とJrパチンコや，スマートボールなどを

することJrソフトボールや，野球などをするζとj

などが，高順位となっている。

逆iζ. r刺しゅうや編みものをするJr謡，清元，
尺八などのけい ζをする乙とJrお茶ゃいけ花を

したり，ならっ子こりするJr歌舞きや，能，狂言

などをみるJr乗馬を行うととJrグライダーやス

カイダイビングをするととJrカヌーやサーフィン

をする乙と」などは，あまり行われていない。乙

れは，調査対象者が，男子学生である ζ とや，そ

の活動がお金がかかるか否かなどと関係がありそ

うである。

図 1は，乙の「実際にはJの場合の主成分分析

の結果である。

紬の解釈であるが，第 I軸は，手軽にできるか

どうかという「手軽さJをあらわす軸と解釈でき

ょう O なお，乙の第 I軸の寄与率は， 23~杉であっ

た。また第E軸は，解釈が難しく，適当なものを

みつけることができなかった。

乙の主成分分析の結果を，単純集計における指

数との関係でみると，手軽な活動が上位を占めて
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表 l 大学生男子の実際に行っている活動

2 3 4 5 
JI頂

ゃった乙と 指
活動内容 しょっちゅ

うやって
時々やって たまにやる はあるが， 全くやった

位 いる 乙とはある ほとんど行っ 乙とカまない 数
いる ていない

I 音楽を鑑賞する乙と 38.0 % 22.9 % 24.5~ ノ乙るUと 9.8 ノ%
4.9 ノζるνと 3.8 

2 のんびりテレビをみる ζ と 31.3 23.5 29.0 9.4 6.8 3.6 

3 読書をする乙と 14.4 29.1 33.0 15.7 7.8 3.3 

4 映画をみる乙と 12.4 31.0 39.9 10.1 6.5 3.3 

5 スポーツを観戦する乙と 17.2 23.1 28.6 18.5 12.7 3.1 

6 
ノfチンコやスマートボール

17.5 19.5 27.3 22.4 13.3 3.1 
をする乙と

7 
ソフトボールや野球をす

13.7 22.1 35.2 21.5 7.5 3.1 
る乙と

(中 略)

74 
カヌーやサーフィンをする

1.3 2.0 5.2 11.4 80.1 1.3 
乙と

75 
グフイダーやスカイグイビ

1.6 0.7 2.6 7.2 87‘8 1.2 
ングをする乙と

76 乗馬を行う乙と 0.3 。 4.2 13.1 82.4 1.2 

77 歌舞きや能，狂言をみる乙と 。 1.0 2.0 14.8 82.2 1.2 

78 
お茶ゃいけ花をしたり，な

1.3 。 1.6 3.9 93.1 1.1 
らったりする ζ と

79 
謡，清元や尺八などのけい

O 1.0 2.0 6‘6 90.5 1.1 
乙をする ζ と

80 
刺しゅうや編みものをする 。 0.3 1.0 11.2 87.5 1.1 
乙と

l 

指数は，

r1. しょっちゅうやっているjx 5， f 2. 時々やっているjx4， f3‘ たまにやる乙とはあるjx3， 

f4 ゃった乙とはあるが，ほとんど行っていなL、jx2， r 5 全くやった乙とがないjx1として，そ

の総和を求め， Nで除して求めた.

いる傾向にあり，学生達が実際に行っている活動

は，その活動が手軽に行える活動かどうかという

ととと大きくかかわりがあるといえよう。

( 2 )条件が整えば，行いたい活動

表 2は，大学生男子の条件が整えば行いたい活

動について，表 1同様の方法で集計，算出したも

のである。

乙のように，条件が整えば行いたい活動は，r映

画をみるととJrドライブをする乙とJr音楽を鑑

賞するととJrスポーツを観戦するととJrアイス

スケートやスキーをすることJrキャンフ?をする ζ

とJr別荘生活を行う乙とj などが高くなってお

り，逆iζ当然のととながら，男子には縁のない，

「刺しゅうや編み物をしたり，ペーパーフラワーを

つくるととJやまた「謡，清元や尺八，琴などの

けい乙どとをするととJr歌舞きや，能，狂言をみ
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表 2 大学生男子の条件が整えば行いたい活動

2 3 4 5 
JlIIi 

ぜんぜん 指|
活動内容 ぜひやって やって どちらとも あまりやっ やってみた

位 みたい みたい いえない
てみたいと いとは思わ
は思わない ない

1 映画をみる乙と 60.7 % 27.5 9eど 8.2 % 1.0 % 2.6 % 4.4 

2 ドライブをする乙と 62.7 23.2 8.2 2.6 3.3 4.4 I 

3 音楽を鑑賞する乙と 55.9 28.6 11.4 1.6 2.4 4.3 

4 スポーツを観戦する乙と 54.8 26.2 9.8 3.3 5.9 4.2 

5 スケートやスキーをする乙と 50.2 28.1 11.6 5.0 5.3 

6 キャンプをすること 47.2 29.7 14.5 2.6 5.9 4.1 

7 別荘生活を行う乙と 56.9 19.1 9.2 5.3 9.5 4.1 I 

(中 略)

74 
ボクシング，レスリング，

11.8 11.8 22.9 16.3 37.3 2.4 フェンシングをすること

75 園芸や庭いじりをすること 5.9 12.4 23.1 23.8 34.9 2.3 

劇を演じたり，人形劇をあ
18.8 ~ 76 やづること 6.5 9.4 20.8 44.5 

77 歌舞きや能，狂言をみること 4.9 9.2 14.4 17.6 53.9 

78 
謡，清元や尺八などのけい

3.6 7.2 7.8 18.3 63.1 乙をすること

79 
お茶ゃいけ花をしたり，な

3.3 8.2 70.2 らったりする乙と 2.0 16.4 1.5 

80 
刺しゅうや編みものをする

1.3 1.6 8.2 17.7 71.1 1.4 乙と
L一一一L一 一一一一 一一一一ー

指数は，

r1. ぜひやってみたいJx5， r2 やってみたいJX 4，f3 どちらともいえないJx3，f4司 あま

りやってみたいとは思わないJx 2， f 5. ぜんぜんやってみたいとは恩わないJxしとして，その総

和を求めて， Nで除して求めた.

るζ とJ["劇を演じたり，人形劇をあやつるなどを よる結果は，図 2のようであった。

するととJ["園芸や庭いじりをする乙とJ["ボクシ 第 I軸は，その活動のもつ[静的か，動的かJ

ング，レスリング，フェンシングをする乙と」な という[活動の動きjの因子と解釈できょうし，

どが低くなっている。 第 E軸は， ["簡単かっ，入りやすいか，なかなか入

ζ うした傾向は，実際の活動同様，大学生，男 りにくいが，ひとたび，それを行いだすと，楽し

子，という調査対象のもつ特徴を反映していると みが深いか」という「活動のもつ，入りやすさと，

言えよう O 楽しさの程度」をあらわす因子と解釈できょう。な

乙れらの「条件が整えばJの場合の因子分析iζ お，第E軸までの累積寄与率は， 30..9%であった。
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また，主成分分析の結果は，図3のようであった。

この第 I軸は， r静的か，動的かJ，第E軸は，

「能動的な活動か，受動的な活動か」をあらわす

ものと解釈できょう O なお，第E軸までの累積寄

与率は645ちであった。

乙の結果を単純集計の結果との関係でみると，

「実際iと行っている活動Jにおける，主成分分析

の結果と順位との関係のような，ある一定の関係

は認められず， r条件が整えば行いたい活動」は，

それを選ぶ要因が多様であるといえよう O

C 3) r実際に行っている活動Jと， r条件が整え

ば行いたい活動Jとの関係

図4は， r実際iと行っている活動」と， r条件

が整えば行いたい活動Jとの関係をあらわしてい

る。たて軸に， r実際l乙行っている活動Jにつ

いて1. しょっちゅう行っている。と 2. 時々

やっている。と，答えた者の合計を百分率であら

わし，よ乙軸iζ，r条件が整えば行いたい活動j

について1. ぜひやってみたい。 2 やってみ

たい。と答えた者の人数の合計を百分率であらわ

したものである。

また，図中の……線は，それぞれの度数の平均

値である O 乙の・・…線によって，大きく 4つのカ

テゴリーに分類できる。 Iは， r行いたく，かっ

実際l乙行っている活動Jであり IIは， r行いた

いと考えられてはいるが，実際lζは，あまり行わ

れていない活動Jmは， r行いたくなく，かつ行

われていない活動JIVは， r行いたくはないが，

行われている活動」である。

1 Iζは， r映画をみる乙とJr音楽を鑑賞する乙

とJ¥ドライブをする乙とJ¥パチンコやスマート

ボールなどをすることJ¥読書をするととJなど

があげられ， II Iζは， ¥ヨットやモーターボートな

どをすることJ¥グライダーやスカイダイビングを

する乙とJrアーチェりーや弓をする乙とJ¥乗馬

を行うこと」などがあげられている。また， ml乙
は， ¥歌舞きや，能，狂言をみる乙とJ¥勉強会に

参加したり，講習会を受けたりする乙とJ¥器械

体操など体操競技をする乙とjなどがあげられて

おり， IVI乙は， ¥料理をつくる乙と」や， r図書館

に行く乙と」などがあげられている。確かに，下

宿生にとっては， r料理Jは行わざるを得ない活

動ととらえられていようし， ¥図書館に行く ζ と」

も，やはり大学生として，行わざるを得ない活動

なのであろう O

また 1からIVまでの，それぞれのカテゴリー

に属する活動は 1が， 31%， IIが， 28%， mが

375ち， IVが， 45ちであり， ¥行いたいが，行えな

い活動」より， r行いたく，行っている活動Jが

わずかではあるが，多かった。

C 4 )性格特性と， r条件が整えば，行ってみた

い活動」との関係

表 3は， Y-G性格検査における12の性格特性

と， r条件が整えば，行ってみたい活動」とのク

ロス集計における， x2{i直が，とくに高い値を示し

た，組み合せの一覧である O

乙のが値が， 39.3以上と高い値を示した組み合

せは，次のようなものである O

• Co蹴周性がないこと CLackof Cooperative-

ness) とサッカーやラグビーをするζと」

・Ag愛想の悪いこと CLackof Agreeableness) 

ι「器械体操など体操競技をすることJ

.G 一般的活動性 CGeneralActivity) と，

「ノfレーポーノレやノイスケットボーノレをすることJ

「陸上競技をする乙と」

• R のんきさ CRhathymia)と， r祭や行事

などの見物Jrクラス旅行や社員旅行をする

乙とJrパーティーや，会食などに参加すると

とJrスナックやパーなどで欽む乙とJrショッ
ピングをするととJrおしゃべりをしたり，電

話をかけたり，手紙を書くことj

.T 思考的外向 CThinkingExtraversion)と，

「何か興味あることを調べたり，研究したり

するととJr勉強会に参加したり，講習会を

受けたりするととJr乗馬をする乙とJ

.A 支配性 CAscendance)と， rバレーボーノレ

や，バスケットボーノレをすることJrおしゃ

べりをしたり，電話をかけたり，手紙を書く

乙と」

• s 社会的外向 CSocialExtraversion)と，

「海水浴をすることJrおしゃべりをしたり，

電話をかけたり，手紙を書く乙と」

乙れらの組み合せのいくつかについて，クロス

集計表によって検討してみよう O
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表 3 条件があえば行いたい活動と性格特性との関係 (ρ値)

ザ全ヤゴV
D.抑うつ C. 回帰性 O 客観的 Co協調的 Ag愛想の G 一般的 R. のんき T. 思考的 A 支配性 S. 社会的

活 動 l司
性 傾向 でない乙と でない乙と 悪い乙と 活動性 さ 外向 外向

小説や詩を書いたり，和歌をつ O 
くる乙と

曲をつくる乙と O 

何か興味ある乙とを調べたり，
O 研究したりする乙と

勉強会11:参加したり，講習会を
O 受けたりする乙と

新派や演劇をみる乙と O 

美術展や写真展などの催しもの
O をみること

歌をうたう乙と O 

トランフ{や花ふだなどをする乙と O 

マージャンをする乙と O 

ア チェリーや弓を射る乙と O 
フリスピやスケ トボ ド，

O ロ ラ スケートをする ζ と

ゴノレ7をする乙と 。
サッカーやラグピーをすること O O 

パレーポーJレやバスケットポー
O O O O ノレをする乙と

ソフトボーノレや野球などをする 〆

O O O 乙と

陸上競技をする乙と O 

器械体操など，体操競技をする
O O 乙と

ヨットやモタ ポ トなどを
O する乙と

カヌーやサーフィンなどをする
O O 乙と

ボクシングやレスリング，フェ
O ンシンクをすること

釣や狩猟などを行う乙と O 

海水浴をする乙と O O O O 

祭りや行事などの見物をする
O 乙と

クラス旅行や社員旅行をする
O O 己と

乗馬を行う乙と 。
ボートにのる ζ と 。 O 

おどりを踊る ζ と O O 

パーァィーや会食などに参加す
O る乙と

スナックやパーなどで飲む乙と O 

ゾョッピングをする乙と O O 

おしゃべりしたり，電話をかけ
O 。 。

たり，手紙を書く乙と

(注) @は，Z2値 39.3以上， 0は32.0以上をあらわす.
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なお，乙の性格特性をあらわす尺度は， Y-G 

性格検査における，五段階評価とし，数値の高い

者ほど，その性格特性を示す傾向にあり，また活

動においては，低い者ほど，その行動を行いた

がっている乙とをあらわしている。

また，下側の+ーであらわした表は，上側の，

それぞ、れのマスの度激と，そのマスの期待度数との

差をあらわしたものであり，十は，実際の度数が

期待度数より多い場合で， は少ない場合，土は，

ほぼ，期待度数と同じ場合である O

• Ag愛想の悪いとと一一「器械体操など体操

競技をすることJ(表 4(4-1])f愛想の

悪い乙とJは， r気が短い，正しいと思う乙と

は人にかまわず実行する，人の意見をききた

がらないなど攻撃的な性質』をあらわす。

乙うした傾向の強い者は，乙の活動を好み，

逆1[，弱い者は，好まない傾向にある。

.G 一般的活動性一一「バレーボールや，パ

スケットボーノレをする ζ とJ(表 4(4-2J)

「一般的活動性jは， r仕事が早い，動作がき

びきびしているなどの肉体面精神面の両方に

またがる活動的な性格』である O

乙うした傾向の強い者は，乙の活動を好み

逆lと弱い者は，好まない傾向にある。

-R のんきさ一一[クラス旅行や，社員旅行

をするととJ (表 4(4-3J)fのんきさ」

は， r人といっしょにはしゃぐ，何時も何か刺

激を求めるなどの気軽な衝動的な性質』で

ある。

「のんきさ」の高い者ほど， Iクラス旅行や

社員旅行」を好み，逆i乙，低い者は，そうし

た活動を欲しない傾向にある。

-T 思考的外向一一「勉強会に参加したり，

講習会を受けたりすることJ(表 4(4-4J) 

「思考的外向」とは， r考えが，大ざっぱで，

のんきなたち』のととであり，乙の尺度の逆

方向の， f思考的内向」とは， r深く物事を考

える』傾向がある。

乙の傾向の弱い者ほど， I勉強会や，講習

会Jを行いたいと考えており，逆lと，強い者

ほど，行いたいとは考えていない。

-s 社会的外向一一[海水浴をするととJ(表

4 (4-5J) I社会的外向Jとは， r社会的，

対人的接触を好む性質』である o (以上の性

格特性の説明は，辻岡著，新性格検査法，竹

井機器工業(株)発行による)。

ζの傾向の強い者ほど， I海水浴」を行い

たいと考えており，逆lζ，弱い者は，行いた

いと考えていない。

乙のように，いくつかの活動については，性格

特性と関係があると考えられるが，特別な関係を

見い出せない活動もある。

全体として. Iのんきさjは， Iマージャンをす

る乙とJIパズノレやトランプ占いをするととJI歌

をうたうとと」や， I祭や行事などの見物をする

ととJIクラス旅行や社員旅行をすることJIソフ

トボールや野球などをする乙とJIヨットやモー

ターボートなどをする乙とJIカヌーやサーフィン

などをする乙とJIボートにのることJIパーティー

や会食などに参加する乙とJIスナックやパーなど

で飲む乙とJIショッピングをする乙とJfおしゃ

べりをしたり，電話をかけたり，手紙を書く乙と」

などと，関係が認められる。

また， I思考的外向jとは， I何か興味ある ζ と

を調べたり研究したりする乙とjや， I勉強会 lζ

参加したり，講習会を受けたりする乙とJI新派

や演劇をみる ζ とJI美術展や写真展などの催し

ものを見る乙とJなどと関係がありそうだ。

さらに， I一般的活動性jは， Iスポーツ」との

関係が認められるといえよう。

乙れらのととを，前述の， I条件が整えば」の

場合の主成分分析において明らかとなった，二つ

の軸，つまりその活動が， I静的か，動的か」と，

I能動的か受動的かJとの関係において考えてみ

よう O

前者の， I静的か，動的かJという軸は，いく

つかの活動との関係のある， I一般的活動性Jと，

f社会的外向」とのかかわりが，また， I能動的

か，受動的か」の軸は， Iのんきさjと， I思考的

外向Jとのかかわりをもっていると推測できない

t:.:ろうか。

しかし，本研究においては，乙の点に関しては，

十分な分析が行われていないために，新たな，仮

説としてその実証に向けて，多変量解析などの手
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法を用いてアプローチを試みたL、。

4 条件が整えば行いたい活動と性格とのクロス表表

実際の度数と期待度数との比較

性格

活動
2 3 4 5 

1 土 + 十

2 + + 士

3 土 土 土 十

4 + 十 + 

5 十 + + 

強い

性 格
1 2 3 4 5 合計|活動

1. ぜひやってみたい 。10 15 4 30 

2 やってみたい 1 2 22 16 4 45 

3. どちらとも言えない 5 14 25 10 8 62 

4 あまりやってみたい
6 18 23 15 。62 

とは思わない

5 
ぜんぜんやってみた

8 28 38 24 11 109 
いとは思わない

メ仁当3、 言十 21 62 118 80 27 308 

愛想の悪い乙と弱い(4 -1) 

器
械
体
操
な
ど
体
操
競
技
を
す
る
こ
と

+…実際の度数>期待度数

土一実際の度数ム:期待度数

一…実際の度数<期待度数

単位:人16 dj 39.5 x2j直

性格
1 2 3 4 5 

活動

1 + + 

2 + 土 + 

3 十 + + + 

4 土 + + 

5 十 + 

強い

性格 1 2 3 4 5 合計
活動

1. ぜひやってみたい 1 15 31 35 4 86 

2. やってみたい 32 29 22 4 88 I 

3. どちらとも言えない 2 25 35 15 78 

4 あまりやってみたい
O 6 12 2 3 23 

とは思わない

ぜんぜんやってみた
3 6 13 5 O 27 5・ いとは思わない

メE言コ、 五十 7 8 120 79 12 302 

一般的活動性言語~、(4 -2 J 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と

単位:人16 dj 39.4 x2値
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性格
2 3 4 5 

活動

+ 十

2 + 土

3 十 土 ± 土 土

4 土 十 十

5 + 十 土

強い

性格
2 3 4 5 合計 l

活動

1. ぜひやってみたい 1 10 27 53 25 116 

2. やってみたい 1 5 35 21 13 75 

3. どちらとも言えない 6 7 21 23 9 

4 あまりやってみたい
O 7 10 2 3 22 とは思わない

5. 
ぜんぜんやってみた

3 7 10 6 2 28 
いと思わない

メ口入 計 11 36 103 105 52 307 I 

さきんの弱し、(4-.3J 

ク
ラ
ス
旅
行
や
社
員
旅
行
を
す
る
乙
と

単位:人16 df 51.1 x2値

性格
l 2 3 4 5 

活動

1 十 十 + 

2 + 十

3 十 十 土

4 十 土

5 土 十 + 

強い

性格
2 3 4 5 合計

活動

1. ぜひやってみたい 2 9 2 O 20 

2 やってみたい 2 12 13 10 3 40 

3. どちらとも言えない 。18 28 27 13 86 

4 あまりやってみたい
O 9 33 17 9 68 

とは恩わない

ぜんぜんやってみた
O 5 33 31 17 86 5・ いとは思わない

lロk 2十 4 51 116 87 42 300 

思考的 外向弱L、( 4 -4 J 

勉
強
会
に
参
加
し
た
り

講
習
会
を
受
け
た
り
す
る
乙
と

単位:人16 df 47.9 が値

性格
2 3 4 5 

活動

1 土 十

2 十 十 + + 

3 土 + ± 土

4 十 土 土

5 十 十 十

強い

性格
2 3 4 5 合計

活動

1. ぜひやってみたい 2 7 51 59 19 138 

2. やってみたい O 15 33 28 9 85 

3. どちらとも言えない 10 18 18 2 49 

4 あまりやってみたい
O 2 2 5 2 11 

とは思わない

ぜんぜんやってみた
3 7 6 2 2 20 5 いとは思わない

1仁3h、 計 6 41 110 112 34 303 

一一

社会的 外向~~，、(4 -5 J 

海

水

浴

を

す

る

乙

と



IV 結論とまとめ

本研究において，次のようなことが明らかに

なった。

1 大学生は，そのレクリエーション活動にお

いて， r手軽な活動」が，より多く行われている

傾向が認められる。

2. また， r条件が整えばJ様々な活動を行い

たいと考えており，それは， r静的な活動か，動

的な活動か」ということと， r能動的な活動か，

受動的な活動か」というととの， 2つの因子が，

関係していると考えられる。

3. r条件が整えば行いたい活動」と， r実際に

行っている活動」を，その組み合わせによって 4

つに分類すると， r行いたくて，行っている活動」

が， r行いたいが，行っていない活動jより，わ

ずかに多かった。「行いたいが，行っていない活

動」は，それを実施するために，多額の費用がか

かるなど手軽に行えない活動が，大半を占めて

いる。

4. 性格特性と， r条件が整えば行いたい活動」

とは， r一般的活動性Jr社会的外向jや， rのんき

さJr思考的外向Jなどが，いくつかの行動と，

とくに関係が認められる。なお，前者 2つは，前

述の， r条件が整えば行いたい活動」において認
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められる。「静的な活動か，動的な活動か」と，

後者2つは， r能動的な活動か，受動的な活動かj

と，関係が深いのではないかと考えられる。

これらの研究を通して，性格特性と， r条件が整

えば行いたい活動Jとは，何らの関係があるもの

と考えられる。

しかし，どのような特性が，どのような活動と

関係があるかについては，さらに，より詳細な調

査研究と，より複雑な分析が必要である。また，

人間の性格特性からみた性格タイプと活動につい

ても，何らかのアプローチを試みたいと考えてい

る。さらに対象を，大学生の男子のみでなく，大

学生の女子，一般の人達，子供なと、へと拡げて行

きたいと考えている O

(乙の研究は，日本レクリエーション学会から

の研究助成金によって実施したものである。乙の

場をお借りして，会員のみなさまに，謝意を表し

fこい。)
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